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野中私立観測所（富士山頂剣ヶ峰）
野中到が1895（明治28）年、自費で設置

気象観測・通年恒久観測のための基礎資料収集

5月から位置選定、建設

中央気象台から観測を嘱託

測器はすべて中央気象台から貸与

10月1日 野中到が１名で観測開始

10月11日 妻千代子が登山 ２名体制となる

12月10日 慰問のため山頂に到達した強力によ
り夫妻の危機的健康状態が知られる

12月22日 中央気象台和田雄治らにより救出・
下山・観測終了
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『太陽』第２巻第１号, 1896

「報知新聞」明治28年10月17日
（大森久雄編『富士案内 芙蓉日記』平凡社ライブラリー掲載）



野中 到（至・1867～1955）
1867 (慶応3) 筑前国早良郡鳥飼村(現在の福岡市)に
生まれる。父野中勝良（婿養子）母トミ

1886(明治19)大学予備門入学

1889(明治22) 第一高等中学校（予備門改め）中退

1894(明治27)中央気象台予報課長和田雄治に会い富士
山観測へ援助を乞う。大日本気象学会入会。

1895（明治28）私立観測所で富士山頂での冬季観測に
挑む。途中断念。

1912(大正元)東安河原に倉庫建設 (野中倉庫)。

中央気象台観測所（1932(昭和7)～）でも利用。

1955(昭和30) 逝去
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『太陽』第２巻
第１号, 1896

戸籍名は到。『大日本氣象學會々員錄』の記載は1900年ま
で「至」、1904年以降は「到」。 『氣象集誌』の著作は
すべて1900年以前であり、著者名はすべて「至」で表記。



野中千代子（本名 チヨ・1871-1923）
1871 (明治4) 福岡県に生まれる。父 能

楽師 梅津只園、母糸子(戸籍名｢ヤス｣､

野中到の母トミの姉）

1891 (明治24) 野中到と結婚

1895（明治28） 夫の設置した野中私立観

測所でともに富士山頂での冬季観測に挑

む。途中断念。大日本気象学会入会

1923 (大正12)死去
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野中家所蔵

『大日本氣象學會々員錄』の記載はすべて「千代」。
数多い著作の署名はすべて「千代子」である。



冬季登山その後
当時からメディアに多数取り上げられ社会現象化

今日までモデルとした小説、演劇、映画、ドラマな
ど多数

『富士山頂』（橋本英吉・1947）
→映画化1948・1967

『芙蓉の人』（新田次郎（藤原寛人・元気象庁測器
課長）・1970-71）
→ドラマ化1973・1977・1982・2014

観測資料は観測者自身により一部の月統計値等が発
表されていたほかは、時・日別観測値など多くが未
発表であった。
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概要

• 野中到（1867～1955）・千代子（1871～1923）夫
妻により1895（明治28）年、史上初めて試みられ
た富士山頂での冬季気象観測における時・日別値
の存在を確認。

• 1895（明治28）年10月1日02時（日本中央標準時）
から12月22日まで２時間毎、測器障害によるもの
を除き１回の欠測もなく観測値が記録されている。

• 観測値をデジタル化し、簡単な検討を加えた。多
くの問題点が確認された。

• 観測値の真正性を疑わせるものはない。

• 画像をウェブサイトから公開している。
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空氣之温度（気温）

10/1 02時－12/22 12時
（２時間毎・日本中央標準時）

寒球温度計・湿球寒暖計

日最高・日最低気温（24時日界）

最高寒暖計・最低寒暖計

最高・最低気温も２時間毎に復度

湿度の観測値は確認されていない。
観測は行われたことが報告されてい
る。
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『気象観測法』（中央気象台・1886年）
実際に使用された測器については調査中。



空氣之壓力（気圧）
10/1 02時－12/22 10時
（２時間毎・日本中央標準時）

山用水銀晴雨計

附着温度計の目盛りが0℃から。途中から読
み取り不能になり温度更正不可。

気圧が約460mmHg以下で水銀柱の読み取り不
可。水銀槽に貯まる水銀量が多くなり、象牙
針先（水銀柱長の基準）を水銀表面に調節す
ることができなくなる。
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『気象観測法』（中央気象台・1886年）
実際に使用された測器については調査中。

象牙針

『気象観測法』（中央気象台・1929年）



風向及速度

10/1 02時－12/22 08時
（２時間毎・日本中央標準時）

電気附風力計

風力計の凍結による観測中断

電池の凍結により観測中止
（12/11 20時－）

風向観測の使用測器については
明確な記述がない
（吹き流し？）
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『富士山巓観象臺』（1900）
実際に使用された測器については調査中。



天氣
10/1 02時－12/22 10時（２時間毎・日本中央標準時）

実際に観測されたのはClear, Fair, Cloudy, Fog, Rain, Snow
の６種

その他

雨量計による観測も行われたが観測値は残されていない。

観測時刻は回光儀により沼津測候所と１日３回定時に連絡し校
正の計画であったが、見通し不可で使用は困難で断念し11月に
は日時計による時刻校正に移行した。
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『富士山巓観象臺』（1900）



確認された観測資料

•野中家所蔵の夫妻遺品

•手書きで浄書された観測表（野中到による筆
記と推定）

•気温、気圧、風向・風速、天気の２時間毎

•日最高気温・日最低気温（24時日界）日別観
測値

•気温月平均値等統計値はこれまで公表された
もの（野中 1896）と同一

•観測所の計画概要・計画図（実際のものと異
なる）とともに保存
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気温観測値

現在の気象庁平年値
（1981-2010）と比べて
も妥当に見える。

日最高・最低気温を越
える観測値が11月下旬
に増加。測器が異なる
ので違っても不思議で
ないが、検討が必要。

本来負の値にはならない→
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気圧観測値（甲府測候所と比較）

観測データはほぼ同期

欠測期間は３日程度

観測後半は附着温度計
が氷点以下で測定不能。
温度更正不可に。

異常値が散見。

観測末期時刻ずれ？
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観測資料の公開

• ウェブサイト「野中到・千代
子資料館」（認定NPO法人富
士山測候所を活用する会）で
スキャン画像を公開

• 同サイトでは観測資料の他、
野中家所蔵の写真・資料等の
画像を順次公開。

• 年表の編集など調査研究も
「芙蓉日記の会」メンバーに
より進行中。
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nonaka-archives.jimdofree.com



謝辞 所蔵の貴重な資料の閲覧・複写をご承諾くだ
さった野中家各位に深い謝意を表する。

芙蓉日記の会

• 野中到・千代子をはじめ、富士山頂気象観測史に関心を持つ有志の集まり。
認定NPO法人富士山測候所を活用する会から活動支援。

• メンバー（順不同・2019年9月30日現在・*NPO会員）

土器屋由紀子*（江戸川大学名誉教授・大気化学）

大森久雄*（編集者・日本山岳会会員）

堀井昌子*（医師・日本山岳会会員）

佐藤政博*（元富士山測候所長）

大伏春美*（徳島文理大名誉教授・日本文学）

溝口克己（元中学校長）

中山良夫* （元NPO事務局）

山本哲（元気象研究所）

• 連絡先：認定NPO法人富士山測候所を活用する会

Tel: 03-3265-8287 E-mail: npofuji3776@yahoo.co.jp
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